












要約 21-hydroxylase 欠損による先天性副腎皮質過形成症(以下 CAH)の新生児マス・スクリ

ーニングを静岡県西部地区を対象として行っている。昭和 56 年 5 月より乾燥濾紙血中の

17-hydroxyprogesterone(以下17-OHP)の測定を行ない,昭和62年 12月までに94,423名の

新生児がスクリーニングを受け 5名の患児(塩喪失型 2例,単純男性型 1例,病型不明 2例)

が発見され治療を受けている。最年長児は現在6歳 7ヵ月で,身長および体重は±2SD の範

囲であり,精神運動発達も正常である。また他の 4例も身体発育,精神運動発達ともに正常

であり骨成熟促進も認めず良好な経過を示している。また本年度は 15,196 名の新生児がス

クリーニングを受け8名が要精検者であったが,患児ではなく疑陽性者であった。8名中 4

名は未熟児であった。 


